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厚木市立清水小学校における

インターナショナルセーフスクールの取組み

厚木市セーフコミュニティ担当
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ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｾｰﾌｽｸｰﾙとは
• 名 称 インターナショナルセーフスクール（ＩＳＳ）

• 概 要 より安全な教育環境づくりを目指す学校に与えら

れる国際認証

• 活動単位 学校（幼稚園、小・中学校、高等学校、大学）

• 開始年度 2003 年

• 本 部 ＷＨＯ ｾｰﾌｺﾐｭﾆﾃｨ協働センター（ スウェーデン）

• 認証校数 72校(11年12月現在）

• 世界初認証 シェルビーガード小学校（03 年・ｽｳｪｰﾃﾞﾝ）

• 日本初認証 大阪教育大学附属池田小学校（10年3月）

2010年11月18日、日本で２校目の認証取得
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ＩＳＳの認証指標

• 【指標1 】 分野横断協働組織の設置

• 【指標2 】 学校政策（ 安全計画、目標） の設定

• 【指標3 】 すべての環境をカバーするプログラム

• 【指標4 】 弱者を対象としたプログラム

• 【指標5 】 発生の頻度と原因を記録するプログラム

• 【指標6 】 効果を測定する評価基準

• 【指標7 】 継続的なネットワークへの参加
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清水小ＩＳＳ認証までの経緯

2006年7月

しみずっ子すこやか

ネットワーク会議設立
2008年4月

セーフコミュニティ
（ＳＣ）担当設置

2009年4月

市のＳＣモデル地区に
指定

2008年6月

ＳＣ推進協議会設置

学校安全の観点からの支援

教育委員会

2009年4月

ＳＣモデル地区募集

ＳＣ活動に基づく支援

教育委員会＋市

協働

データ
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2010年2月

ＩＳＳ認証を目指すこと

を公式に表明

2010年11月

ＩＳＳ認証取得

ＩＳＳ認証取得に

向けた支援

教育委員会＋市

ＷＨＯ関係機関との調整

申請書の作成補助

外部評価の機会提供

取組みに対する助言
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清水小児童清水小児童が生活する地域の特徴が生活する地域の特徴

・３本の国道と抜け道
・複合的な町並み

s-yamano
テキストボックス
 資料１
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清水小清水小に関わる安心・安全の課題に関わる安心・安全の課題

不審者の出現

交通事故の発生
08.4～09.3の間に７件
7件中6件が自転車乗車中

校内での外傷の発生
08.4～09.3の間に５６３６件
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地 域

家 庭
（PTA）

みんなで守る！
しみずっ子の
元気と笑顔

学 校

しみずっ子の光り輝く
安心・安全な学校

<児 童>
主体的な活動
日々の学習

<教職員>
指導・支援
環境整備

子どもが安心できる場所
こそがセーフコミュニティ

しみずっ子すこやかネットワーク会議

課題に向けた取組課題に向けた取組みみイメージ図イメージ図
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地域の取組み
しみずっ子すこやかネットワーク会議の組織

ＰＴＡ本部役員、父親委員会代表、
校外生活指導委員会正副委員長

教頭、児童指導教諭、安全指導教諭、
総括教諭、学校評議員

公民館長、自治会長、老人会長、子ども会育
成連絡会会長、地域福祉推進委員会会長
主任児童委員代表、民生児童委員代表、
青少年健全育成会代表、青少年指導員代表、
青少年相談員代表、少年補導員代表、
保護司代表、交通安全指導員代表、
交通安全母の会代表、児童館指導員代表、
児童クラブ代表、駐在所警官

会
長
｜
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

副
会
長

書

記

顧問（校長）

約８０名が参加
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学 校学 校

教育委員会教育委員会

保護者保護者

地域地域

近隣の他校近隣の他校

情
報
の
入
手
・
収
集
・
確
認

電話連絡網

FAX

電子メール
携帯メール

情報の整理
判断

情報共有ネットワークの構築

11

かけこみポイントの充実

現在、約１０００か所
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小学校区別かけこみポイント登録数　（単位：件）
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シニアクラブによる登下校の見守り活動-愛の目運動

14

PTAによる取組み

Ｐ

Ｔ

Ａ

会

長

総

会

〈2011年度の活動テーマ〉 みんなで守る！しみずっ子の元気と笑顔

運営委員会

本部 ・自転車安全教室の実施
・自転車用ヘルメットの購入・着用の呼びかけ

文化教育委員会
・親子で楽しむフェスティバルの開催

常置委員会

特別委員会

成人教育委員会
・明るい家庭教育学級での救急講習会

校外生活指導委員会
・登下校指導 ・地域安全マップづくり

広報委員会
・ＩＳＳ特集のＰＴＡだより発行

15

保護者への自転車用ヘルメットの
購入・着用の呼びかけ

16

自転車安全教室の実施

17

自転車運転技術の習得

子ども自転車大会模擬コース 18

交通安全子ども自転車大会への参加
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学校の取組み

学 校

しみずっ子の光り輝く
安心・安全な学校

<教職員>
指導・支援

環境整備

<児 童>
主体的な活動

日々の学習

20

児童会の組織と主な取組み一覧
〈平成23年度のめあて〉安心・安全心がけ 協力しあう清水小

栽培委員会：花を育てて美しく明るい学校づくり

美化委員会：きれいで安全な学校をつくる清水クリーンデーの実施

明
る
い
環
境

福祉ﾘｻｲｸﾙ委員会：学校外へのやさしさｱﾋﾟｰﾙ、ﾕﾆｾﾌやｴｺｷｬｯﾌﾟ回収 等

飼育委員会：うさぎとのふれあい週間で命の大切さを呼びかけ
や
さ
し
い
心

集会委員会：児童集会で安心・安全クイズ、委員会活動発表

放送委員会：昼休みの外遊びや廊下の安全歩行のよびかけ放送

広報委員会：新聞の発行、危険箇所調べ及び啓発活動 他

図書委員会：安心・安全に関する本のコーナー設置

み
ん
な
に
発
信

保健委員会：けがマップ作成、けがを減らすよびかけ運動

け
が
減
ら
し

給食委員会：「強い体をつくる」ためのﾊﾞﾗﾝｽよい食べ方の呼びかけ

体育委員会：休み時間ボール遊びパトロール隊、体力づくり運動体
力
づ
く
り

運営委員会：学校のきまりの見直し・徹底、しみずっこ元気宣言 他
代
表
委
員
会
｜
各
委
員
長
に
よ
る
安
心
・
安
全
な
生
活
づ
く
り
を
構
想
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ケガ減らしチーム
保健委員会による「けがマップ作成」
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図書委員会による
「安心・安全の本コーナー」

みんなに発信チーム
集会委員会による
「安心・安全クイズ」

放送委員会による
「放送での呼びかけ」

広報委員会による
「危険場所調べ」
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学校の取組み

学 校

しみずっ子の光り輝く
安心・安全な学校

<児 童>
主体的な活動

日々の学習

<教職員>
指導・支援

環境整備

24

教職員による取組み

教育計画部：児童自らが安心・安全な生活を築くこと
ができる力をはぐくむ教育計画の編制

環境整備部：安心・安全な学校生活を送る施設整備

児童指導部：児童の安心・安全に対する意識の高揚

安全教育部：安心・安全に対する実践力技能の向上

校

長

〈研究テーマ〉「しみっず子の光り輝く安心・安全な学校」
～命を大切にし、自ら考えて行動できる児童をめざして～

全

体

会

推

進

委

員

会

授業研究

◎安心・安全に関する思考力・判断力を高め、適切な

意志決定ができる授業研究



2012/1/19

清水小学校のＩＳＳの取組み 5

25

安全教育部による
教職員対象の「防犯研修会」

26

１年生の「学級活動」と学習室の「生活単元」

27

環境整備部による「安心・安全ギャラリー」

28

安全教育部による
「自転車用ヘルメットに関するアンケート調査」

着用率の変化（自転車所有児童のうち）

０８．１１ ８．８％→１１．１０ ６８．０％
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ヘルメット助成利用購入数（単位：個）
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ヘルメット購入費助成制度利用者数
2011年3月
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校内での外傷の発生
08.4～09.3の間に５６３６件

10.4～11.3 4121件

取組みの成果

約27%減
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31
10.5.31 交通事故ゼロ連続380日を達成

取組みの成果

10.4～11.3に３件

交通事故の発生
08.4～09.3の間に７件

7件中6件が自転車乗車中
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取組みの成果

声をかけられた事案は数件
あったが、幸いにもケガや
連れ去りの事案は０件

不審者の出現
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ＩＳＳ認証取得による効果

• 児童や教員などのけがや事故等の減少

• 「安全」という同じ目標にみんなで向かい取り組むことに
より、日ごろの活動が活性化

• 子ども自らが危険を把握、予知、回避し安全な環境を
構築する「安全力」の育成

• 学校を中心に、児童、教員、保護者のつながりが強化
され、地域との連携により安全な「コミュニティ」づくりを
推進

• 安心安全に対する心の充実や価値観が向上。学校生
活における満足度がアップし、自分達の学校に対する
誇りが醸成

34




